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課題研究発表

「薬剤 の 有効な投与方法 に関 す る研究」

1．　 TDM に基づ く投与設計

　　　　　　　　　　聖 マ リ ア ン ナ 医科大学病院薬剤部

○ 田 中美雄，柳川忠二 ，齋藤秋雄，増原慶壮，工 藤三恵 子，寺田　淳，

　水野康弘，篠崎公
一

， 高尾良洋，山崎　顕 ，大野哲郎

（

（

〔目　的〕

　薬物療法 の 有効性 を最大限と し，か つ 副作用を 最小限

に 抑え るた め ， 近時 Therapeutic 　 Drug　 Monitoring

（以下 TDM ）が 導 入 され 盛 ん に 利用され て きて い る．

これを効果的に 運用す る た め に は ， 看護部門を含め た臨

床部門，測定担当部門 お よ び 薬剤部門で 必要 と され る情

報が明確で あ る こ とが 重要 で ある．それに は そ れ ぞ れ の

部門間 の 密接 な Communication が不 可欠で あ る．本院

で の TDM 業務の 実態を ふ まえ，薬物投与設計に お け る

Computer （以 下 CPU ） の 運用 等，情報集約型治療 と し

て の TDM に つ い て 若干述べ て み た い ．

〔方　法 〕

　1．　 Cemmunieation につ い て

　大 きく分 け て 2 つ の 流 れ が あ り，両方の 流れ を ス ム
ー

ズ に す る必要が あ る こ とは い うまで もな い ．そ して か か

わ り合い の あ る職種 の 人 々 に その 意義を知らせ なけれ ば

な らな い ，

　第 1 の 流れ は 薬物療法実施中 の 患者か ら得 られ る情報

の 流れ であ る．こ れ に は薬物投与歴，採血 時期 に つ い て

の 情報，患者 の 体格 を 含 む 身 体 的 情 報，生 化 学 的 お よ び

生理学的情報 ， 病態 に 関す る臨床情報 お よ び薬剤 の 効果

・
副作用 の 臨床的判定に 関す る情報等がある．こ れらの

情報は，薬剤部 で た だ 待 っ て い て も収 集 で きな い し，T

DM を行 う上 で 不適切な情報 を抱 え込 ん で し まい ，整理

が つ か な くな っ て しま う恐れ も ある： 実際 に患者 の い る

病棟に 出向い て ，担当医，看護婦，臨床検査技師，場 合

に よ っ て は 患者か ら直接清報 を 得る 必要 もあ る と思 う．

また TDM を実施 して い る 施設 で は 当然の こ と と思 うが

患者 カ ル テ の 閲覧が 許さ れ，そ れ らか ら前 述 の 情 報 を 得

て い る もの と思わ れ る．

　私達の 病院で は TDM 実施 マ ニ
ュ ア ル は作られ て い な

い が，施設に よ っ て は 立 派な もの が 作成 され て お り，そ

れ に 従 っ て 運 用 され 遣漏の な い よ うに つ とめ ら れ て い

る．施設 が 大きくな りか か わ りを持つ 人が 多くな り， 特

に 大学病院等で 携わ る人 の 出入 りが 多い ほ ど，マ ニ
ュ ア

ル 作成 は必要な もの とな るで あ ろ う，

　第2 の 流れは 薬物療法 の 意志決定 の た め の 情報の 流れ

で ある．す な わ ち 適切 な臨床的判断 お よ び 十 分な 臨床薬

理学的知識に 基づ き立案され た 投与計画 に 関す る情 報 お

よび TDM の 運用上に 必 要な勧告 の フ ィ
ードバ

ッ グで あ

る，

　TDM 実施の 際に 必要な情報が 不足 し て い た り，臨床

的知識お よび臨床薬理 学的知識が 不足 し て い た た め に 臨

床状況の 理 解が 不 十 分 で あ っ た場 合，的確な 投与計画が

作成で きない ぼ か りか，か え っ て 患者 治療に 悪影響を 与

え る可能性がある，一
方 ， 臨床の 場は 常に 動 い て い る も

の で あ il　7
こ れ らの 知 識 を 得る に は 教 科書ぽ か りで は な

く，治療現場 で どの よ うな こ とが 起き，ど う対 処 し，結

果がどうな っ た か を体験す る こ とが 重要 で あ る，そ の 経

験 の 積み 重ね や，関係の ある 報文を 収集 し，検討を加 え

整理蓄積 し，過去に 行 っ た TDM に つ い て も再 評価 を行

い ，今後に 備 え る こ と も忘 れ て は な らな い ．

　 こ れ らの 情報 の 流れを，よ りス ム ーズ に す る た め に

は ，将来 ， LAN な どの CPU 通 信 を利 用 した 方法 が用

い られ る よ うに な る と思わ れ る．しか し，現在 の とこ ろ

当院で は情報流通 の 手段 として ，各種の 帳票 〔測定依頼

用 紙 （図 1 ，図 2 ） 2 種類，コ ン サ ル テ
ーシ

ョ
ン 用 紙

（図 3 ），患者経 過 記 録 用 紙 （図 4 ，図 5），CHnical

Pharrnacokinetics　 Data 記録用紙 （図 6 ） を使用 し対

応 し て い る．い ずれ は CPU お よ び CPU 通信 の 普及を

想定 し，そ れ を利用 し うる よ う検討を行 い つ つ ある．

2． Computer につ い て

　Population 　Pharmacokinetics（以下 PPK ） の 検討

お よび Bayesian法 （以下 By法）に よる投与設計に は C

PU は 不 可 欠で あ る こ と は い うま で もな い
1 ）．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （P．1SOへ つ づ く）
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薬 物 血 中濃 度 測 定 申込 書
　 　　 　 　　 （申込 日 ：昭和 　 　年 　　月

　 　　 　 　　 （結果希望日　 　　　 月

診療科　　　　　　　　　担 当医

連絡先

日）

日）

§翫
keし

（内線

　 　感 染 注 意

　 　 　 　 　 　 有 ・無

日 ）　 投与経 路　E］経　口 　　　 最終 服薬 時 間

　 　 　　 　 　　 ［…］静　 注

　　　　　　　 N 筋 注 　　　
患者 身長

　　　
・・ 体重

　　　　　　　 ［ヨ その 他 （　　　　 ）

　　　　　　　　　　　採 血実施 　 （月、日、時、分）

）

処方 （開 始 　 年 　　月

9k

検 体 1 月 日 時 分

検 体 2 月 日 時 分

静注時間 （開 始　　時　　分〜終 了　　時　　分 〉

目的 （匚コ内に チ ェ ッ クして 下 さ い 。回 ）

　治療効 果 　口得 られ て い る

　　　　　　自部分 的 に得 られ て い る

　　　　　　口得 られ て い な い

　副 作 用 口可 能性 が あ る

　 　　 　 　　囗否 定的 で あ る

　 　　 　 　　口不 明 で あ る

詳細 （脳 波、心電 図、肺機 能．X 線 お よび

　　　具体的 な 副作用 な ど ）

測定 薬物 （番号 に ○ 印 をつ け て 下 さ い ・例  ）

診 断 名 （基礎 疾患名及 び主症状 ）

心 不全 及 び 肝硬 変 の 有無

● 心 不 全 （無 ・
有
一

｝NYHA 　CIass： 1 ．2 ．3 ．4 ｝）
● 肝硬 変 （無 ・疑 い あ り・あ り）

検 査 所 見

● クレアチニ ン クリアラン ス値　　ml ！min 　　月　　 日測 定

● 血 清 ク レ ア チ ＝ ン 値　　 mg ／d！　　 月　　日測 定

● 血 清 カ リウム 値 　　　　 mEq1L 　　月　　日測定

薬物動 態に 影響す る嗜好

● 喫煙 習慣 1無・有一
｛タバ コ 1日　　　本，その他　　｝）

・ 飲 酒 　 〔月・年 　 臥 1回の醒 　 　 　 　）

（P は ピーク値 を、T は トラフ （谷）値 を示 します）

番号

一

薬 剤 名 点 　数（料金）

一

　　 コ
ー

ド 潘号　　　　　　　 1

「

薬 剤 名 点 数 （料 金）． コ ー ド

1 フ
’
エ

ニ トィ ン r． 卞

（13） 7710 ゲ ン タマ イシ ン

2 フェ ノバ ルビタ
ー

ル 〔13） 7711 ドプ ラマ イシン 67962

3 カル バ マ ゼ ピン 一
（13） 7712 ネチル マ イシ ン 67946

4 バ ル プ ロ 酸 一
（13） 7713 ジ ゴ キ シ ン （13） 77

5 プ リ ミ ド ン （13） 7714 キ ニ 　ジ　ン 62171

6 エ トサクシ ミド 一
（13） 7715 プロ カイン アミド 凵一＿

7 テオ フ イ リン 6744016N アセチル

プロ カインア ミド

8 ジ ソ ピ ラ ミ ド 6793817 リ ドカ イ ン 一 62189

9 ア ミ カ シ ン 一． 67954

A

　　　　　測定 日 ：昭 和 年 月 日

聖マ リア ン ナ医科夫学病院臨床検査部 内線 （6216）

検 体 番号

測定．者 署名．

肅

S2．4 改 201
』
089 一

 

図 1−1．薬 物 血 中 濃 度 測 定 用 紙
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薬 物 血 中濃度 測 定 報 告 書

診療科

（申込 日 ：昭和 　 　年 　 　月

（緒果 希望 B　　 　　 月

　　 　　 担 当医

n

．广

連 絡先

日）

日 〕

PocketBell

（内線

　 　 感 染 注 意

　 　 有 ・無

投 与経 路　［ヨ 経　．口　　　 最終服 薬時間

　 　 　　 　回 静
’
注

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 患 者身 庚　　　　 　cm 　体重
　　　　　E］筋　注

　 　 　　 　回 そ の 他 （　 　 　 　 〉

　　　　　　　　 採血 実施 　　（月、日、時、分 ）

）

処方 （開始 　　年 　　月　　 日）

9k

検 体 1．
検 体 2，

月 日 時 分

月 日 時 分

静注 時間 （開始 　　時 　　分一終 了 　　時

目的 （口 内に チ ェ ッ ク して 下 さい 。國 ）

　治療 効果 　口 得 られ て い る

　 　 　　 　 　口 部分 的 に 得 られ て い る

　 　 　　 　 　口 得
．
られ て い ない

　 副 作 用　 ［コ可能 性 が あ る

　　　　　　口否 定的 で ある

　 　 　　 　 　口不 明 で あ る

詳細 （脳 波、心電 図、肺機 能、X 線 お よび

　　　具体 的 な副作用 な ど）

測 定薬 物 〔番 号 に○ 印 をつ け て 下 さい ・例  ｝

分 ）

診 断 名 （基礎疾 患名 及 び 主症 状）

心 不全 及 び肝硬 変の 有無

● 心不 全 （無 ・有一
｛NYHA 　CIass： 12 ．3 ．41 ）

● 肝硬 変 （無 ・疑 い あ り ・あ り ）

検 査 所 見

■ クレアチニ ン クリアランス値 　　 ml ／min 　　月　　 日 測 定

● 血 清 ク レ ア チ ニ ン 値 　　　mg ／dl　　 月　　B 測定

■ 血 清 力 IJ ウ ム 値 　　　　　 mEq ／L　　 月　　 日測 定

薬 物 動 態 に 影 響 す る嗜 好

● 喫 煙習慣 1無・有一1 タバ コ 1日　　　 本．その 他　　　｝）

● 飲 酒 　　　〔月・年　　　　回、1回の酒量　　　　　　　　）

（P は ピ
ー

ク値 を、T は トラフ （谷）値 を示 します ）

番号 薬 　剤　 名 測 定 値 単 位 有効血 中濃度 番号 薬 　剤 　名 測 定 値 単位 有効亅血呻 濃度

1 フ ェ ニ トイン μ91ml10
−20  〆ml10 ゲン タマ イシン μ91m1P

： 5 − 10
T ：（2 ！mi

2 フェ ノバ ルビタール 副 ml10 〜30　 厂F11 トブ ラマ イシ ン μ9！m 】
P ； 5一ユO
T ；く2 価1

3 カル バ マ ゼ ピン μ91ml4 〜10　 ’厂 12 ネチル マ イシン   ！m 】
P ： 5 − 10
T ：〈2 ！m1

4 バ ル プ ロ 酸 μ9／ml5D
− 100〃 13 ジ ゴ キ シ ン μ9！ml0 ．5〜2ng！ml

5 プ リ ミ ドン μ9／ml5
〜10　〃 14 キ ニ 　ジ　ン μ9〆ml2

−5μ9〆mI

6 エ トサクシ ミド 曙 ノml40 − 100〃 15 プ助 インア ミド μ9！ml4
〜10　 〃

7 テオフ ィ リン   ／mI10 〜20　〃 16N アセチル

プ ロ カインア ミド μ9！m 】 ※

8 ジソ ピラ ミ ド μ9／ml2 〜5　 〃 17 リ ドカ イ ン μ9〆m 】 2〜6μ9！ml

9 ア ミ カ シ ン 踞 ／mlP
： 20− 30

T ：＜10μ 9／ml ＞

　注 ：XN アセ チルプ ロ カ イン ア ミドはプロ カイン ア ミ ドの 活性代謝産物で 治療域は15〜25  〆ml とされ、
　　 またプロ カインア ミドとの 合計で25−−30；rg／皿1以上が中毒域 とされて い ます。

　　　　　 測定 日 ：昭 和 　　年　　月　　 目　　　　　　　　　　　　　 検 体番号

聖 マ リア ン ナ 医科大学病院臨床検査部 内線 （6216 ＞　　 測定 者署 名

62．4 改 2elOS9 一
 

図 1−2．薬 物 血 中 濃 度 測 定 用 紙
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結果 希望 日．昭和

採 血 時 間．　 月

最終 服 薬時間． 月

患 者 身 長　　   ．

目　的

　　 治療効 果

副 作 用

年　　 月　　 日

日　　 時

　 日　 　 時

体重　　kg．

匚コ得 られ て い る。

口 部 分 的 に 得 られ て い る。

口得 られ て い な い 。

口可 能性 が あ る。

口 否定 的 で あ る。

口不明 で ある．

処方 （開始 日．昭 和　 年　 月　　日 ）

最近 の 心 電 図所見

　 〔　 月　　日 ）

魚

そ の 他

詳　細

検査 値

　　　ク レ ア チ ニ ン ク リア ラン ス 〈ml ／ min ）

　　　 口 O− le　 口 11〜30　 口 31〜50　 口 5工〜80　 口 81以上

　　 血 清 ク レ ア チ ニ ン 値　　　　　 mg ／dl
』

　　 血 清 カ リ ウ ム 値　　　　　　rrtEq ／L

　　（口 内に チ ェ ッ ク して 下 さ V   口 ）

　　　 　　　　　 図 2．　 核 医学 検査 依頼 （ジ ゴ キ シ ン 測定 用）

A
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患者氏名

ID．　 NO ，

医 　 　師

採 血 実施 日 ：

処方 　〔開 始 U

　　　　　　　病 院 薬 学 VoL 　14，　 No ，2 （1988）　 　 　 　 　 　 　 　 　 135

　CLINICAL 　PHARMACOKINETICS 　CONSUL 丁ATION

　　　　　　　　　　昭和 年 月 日

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 P，　 OF 　 　 　 P，

　　　　・・馬
歳 餬

）

（男

甜
重

畷 ・ r 團
　 月　　　 目，　　　 測定 日 ：　　　 月　　　日 （測 定法　　　　　）

昭 和 年 月 日）

〔正nterpretation 　or 　Recommendation 〕

广

（

聖 マ リ ア ン ナ 医科 大 学病 院 内線 （6176 ） 担 当薬剤 師

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 56．9　紹1　2　0　5　0　4　8

　　　　　　　　　　　　　 図 3， コ γ サ ル テ
ーシ

・
ン 用紙
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作成 日

　　　TDM 患者経過記録用紙 （様式 1 ）

年　　　月　　　日，作成薬剤 師 ：　　　　　　　　 File番号 ：

重要書類

患 者 氏 名 男 ・女 ID 生　　　 年　　 月　　 日

診 　療　科 初 診 日　　　　 年　　 月　　 日

診 断 名 ：

玉
…”

訴
一幽
ゴ
ー一’…’…謄…’’’’”『………一一一一『−−−……’’’”一’甲’…’”…一一一一丁一…−−………’………’一’’”…

現病座
−冒
ゴ
’’’”甲’…’’”』一一一一一一一…−’…一一一一一…一’……’’”一…囑幽凾…’…一………’”…………”…’’’”甼響’

甌 否雇
’一

：

一’”一…−’−…”一一一一…’”岫一一一一一…”…’…’’’”
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J［］崎市宮前区菅生 2−16−1TEL ：044−977−8111〔内6174）

　 　 　図 4．　　，患　者　経　過　訌iL　録 　爿目　紙
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TDM 患者経過記録用紙 （様式 2 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 File番号 ：

重要書類

　（　 　 〕

患 者 氏 名 男 ・女 ID 生 年 　 　月 日

（

経 過 記 録

（

聖 マ リア ン ナ 医科大学病院 ・薬剤部試 験 研 究室

川崎市宮前区菅生2−16−lTEL ：044−977−8111（内6174）

　 図 5． 患 者 経 過 　記 録 用 　紙
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クリニ カ ル フ ァ
ー

マ コ キネティクス 記録 用紙

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 フ ア イル 番号

氏名 男 女 ID 生 　 年 　月 　 日 科名

診断名

　 　 　 目 付　　　年

　 　 　 　 　 月／口

項 目

．．「．L．．．．．．．．．．
／

．．．
／

．L．．．r．．r−
／

「−■■■−−L幽
／

L幽．．幽齟．」」
／

1−r−rr閲．．
／

．．．」．
／ 7

．．「．．．
／

．齟」」
／

「−「
／

「．「．．．「甲
／

．，P，−P−
／

．．．．．．
／

．．．L．「「
／

年 　　令 　　（　 オ ）

外 来 　・入 院 別　　　　　　 F外 ・入 外 ・入 外 ・人 外 ・入 外 ・λ 外 ・
入 外・入 外・入 外 ・入 外 ・人 外

・
入 外

・
入 外

・
入 外 ・入 外 ・入

薬 　 物 　 名　 （単位 ）

投

与

量

分 　　割 　 　回　 　数

静 注 所 要 時 間

体 　 　 　 　 重　 （kg）

身　　　　 長　（c 司

採 　血 　時　間 （時間）

採 　 血　 の 　 適 　 否 「
投 　　与　　経 　 路

定 常 状 態 の 有 無

測　　定　　方　　訣

測 定 値 〔　 　 　 〕

吸　 収 　　牢　 　（F ）

分布容 風 Vd）（L／ k柳

臨

床

桑

物

動

態

値

半減期 （し1！21（　 　 ）

CE （　　　 　　　 ）

Km 　　　　　（  ／L）

Vmax 　　　 （m 呂／ day＞

Ccr　　　　　〔m ε／min ）

検
血清クレア チニン〔mg ／dの

ml 肋 1壇 ム 伽 Eq／L）
査

心　　　 不　　　 全

肝　 　　 　硬 　　 　　変

喫　 　 　 　 　 　　 　 煙

値
　・
　
そ

　
の

　
他

飲　　　　　　　　酒

心 　　　 電　　　 図

脳　 　　 　　 　　 　 波

治　　 療　　効 　　果目

的 副　 　 　 作 　 　 　 用

投　　 　 与　　 　 量

分 　 　 割　 　 回　 　 数

投 　 　 与　 　 経 　 　 路

投　 　 与　 　 剤　 　 型

C
　・
　
P
　・
　
S
　
の

　
内
　

容

採　 血　 日　 指　 示

採　 血　 の 　 適　 正

服　 　 薬 　　 順 　 　 守 r
副　　　 作　　　 用 − ．
用 紙 記 載 の 適 正 ．

C ・P ・S の 評 価

聖 マ リア ン ナ医科 大学病 院 　薬剤部 　試 験 研 究 竃　内線6176

　 図 6．　 ク リ ニ カ ル フ
ァ
ーマ コキ ネ テ ィ ク ス 記録用紙
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表 1

薬物名

ジ ゴ キ シ ン

バ ル プ ロ 酸

テ オ フ ィ リ ソ

フ ェ
ニ ト イ ソ

フ ェ ノ バ ル ビ タ ール

カ ル バ マ ゼ ピ ソ

ジ ソ ピ ラ ミ ド

ア ミ ノ グ リ コ シ ド

他 の 不 整脈薬

投 与 設 計 法

　 薬 物 動 態 解 析 法

表 3，　昭 和62年前期月平均 モ ニ タ ー薬剤数

i・ 繖 国 緻

．
… yes… 法1・・y … an 法

OO

△

OOOOx

△

OOO

X

OQ

△

（

内

小

外

精

そ

児

广

神

の

科

科

科

科

他

関 連 病 院

合 　 計 　1
　 　 　 　 　 　

1−．．

・・4i ・・2．17

48　1　　 39．33

22　 　 　 17．33

20　1　　8．83

121 　 9．17
　 　 136

　　1　　　30．50
　 　 i2521

・・7・331

患 者 1人当
り 薬 剤 数

1．121

．221

，242

．281

．331

，181

，22

当院 に お け る投与設 計 法 （1987年 10月現 在）

　○ 全面 使 用　 × 使 用 せ ず　△ 一・部使 用

　本部会 で も昨年の 107年会の 第3 小 委員で ，PPK 　Pa −

rameters の 設 定 に 関す る 報告が，さらに 本年会で も最

終的な報告が な され た が，患者 デー
タ の 記録 は投 与設計

の 際 に保存 し，CPU を 用い て デー
タ

・ベ ース 化す る こ

と が必 要 と思わ れ る．

3， 投与設計法 に つ い て

　薬物投与設 計 を 行 う方法 と し て は ，大きく分けて ，非

By 法 と By 法 が用 い られ る
1）． 当院 で は 表 1 の よ うに 薬

物 に よ り動態解析法 を使い 分けて い る．

　本会第 3 小委員会で も触 れ られ て い る 通 り By 法 は 適

切 な PPK 　Parameters を 用 い る こ と が 必 要で あ り，こ

の こ と は投与設計を 行 っ た 患者 の デー
タ の 蓄積 と分 類 が

一
層重 要で あ る こ とを 示 唆 し，TDM を 実施 し て い る 多

くの 施設の 協力に よ りデ ータ ・ペ ース 化 され る も の と信

ずる．また ， 投 ケ設計法 は実際の 遂行能力 とい う点か ら

評価す る こ とが 重要 で あ り， 予 測性 に つ い て 詳細な検討

を 行 うこ とが必 要で ある．さらに ，以上 の 観点に 加 え て

TDM に 基づ く投与設計が 治療の 質的 向上 と 経済効果の

向上 に 真に 寄与す るか 否か を 明 らか にす る こ とは 非常に

意義の あ る こ とと思わ れ る．

4． 業務開始より現在まで の概況

　 昭 和56年に 特定薬剤治療管理料 が設定 され る 以前の 昭

和52 年 よ り，当院で は特に 第 3 内科 の 協力 と指導で 薬物

濃度 の 測 定 お よび コ ン サ ル テ ーシ ョ ソ を 行 っ て きた が，

解析等に CPU 化が され て い な い た め 正確 な デー
タ は な

い ，表 2 お よ び 図 7 に 昭和57年度か らの コ メ ン 1・件数の

推 移を 示 した．当院 の 傾向は ジ ゴ キ シ ン が最 も多 く，フ

ェ ノ パ ル ビ タ ール ，パ ル プ ロ 酸，フ ェニ トイ ン などの 抗

て ん か ん 剤が こ れに 続き，テ オ フ
ィ リ ン の 件数が 伸び て

い る、図 8 は 昭 和61年度の 月 平 均 の 薬剤別件数 と昭 和62

年度前期の それ と比較 した もの で あ るが ，
テ オ フ ィ リ ソ

の 件数 は さらに 増 加 して い る．

　 コ メ ン トを 依頼 され る 診療科別 に 見 る と図 9 の よ うで

表 2．　薬剤別 コ メ ソ ト件 数

「
S57 皸 ［S58年・ IS59鞭 f§・・年・

ジ ゴ キ シ ン

パ ル プ ロ 酸

テ オ フ ィ リ ソ

フ ェ
ニ トイ ン

フ ェ ノ バ ル ビ タ ー
ル

カ ル パ マ ゼ ピ ン

ジ ソ ピ ラ ミ ド

ア ミ ノ グ リ コ シ ド

他 の AED

そ　 の 　 他

S61年 度

3551280

　 227734580

　 0

　 462

　 0

59727695282317112313633

　 0

8343632162883831678512966

　 0

8593932633315441661571166426815589299439613216128354981

合 計 件 数 1405 1779 253・ 129・9 3264
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図 7． 薬剤 別 年 間 コ メ ン ト件 数 （昭和57〜61年度 ）
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図 8．薬剤別月間 コ メ ソ ト件 数 （昭 和61〜62年 度 ）

あ り，内科 か らの 件数 が増 え て い る．また，最近 の 患者

1 人 当 りの モ ニ タ ー
薬剤数 は 表 3 の とお りで

， 平均で は

1．22で ある が ， 精神科は 2．28と抗 て ん か ん 剤が多剤併 用

で ある こ とを うか が うこ とが で ぎる，

　な お，当院で は 測定症例すべ て に つ い て 依頼医師に コ

メ ソ トを して い る，

〔結 果 ・ 考 察〕

　実際 に 当院 の TDM の シ ス テ ム の 中 で 実施 し た コ メ ン

トが ど う取 り扱わ れた か，た とえば投与設計の 変更が な

された か ど うか ，そ して その 結果治療効果 が 上 っ た の

か，そ の 割合は どの く らい か，また 逆に ，解析を試 み た

が ど うに も治療効果 が得 られ なか っ た 例の 原因は なに か
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図 9， 科 別月間 コ メ ン ト件数 （昭 和61〜62年度 ）

广
ヒ

を 明 らか に す る こ とが 必 要 と思わ れ る ．現時点 では 症例

を も っ と積み 重ね ，さ らに 検討を 加 え納得 の で きる コ ン

サ ル テーシ ョ ン が で ぎる よ うに 努力 し て い る段階 で あ

り，また 当院 で は 投与設計患者 の データ ・ベ ース の 構築

に つ い て 解決 しな け れ ば な らな い 種 々 の 課 題 が あ る た

め，それ らに 対す る本格的な検討に は着手 して い な い の

が現状 で あ る．し か し，日 常の TDM 業務を 行 う中で ，

で きるだ け早期に ，ま た で きる だ け 業 務 に 負担 の 少な い

方法で データ ・ベ ー
ス の 構築，維持を行 う方法を確 立 し

た い と考 え て い る．

　TDM は ，薬物療法を 的 確 に 行 うため の 高度情報集約

型の 治療方法 で ある．TDM を適切 に 運 用 して い くた め

に は，情報 の 流 れ に よ どみ を な くす る Communication

の 活 性 化が 必要で あ る、そ して 十 分 な臨床薬理 学的知識

お よ び 臨床的情報の 理解に 基づ い た コ ン サ ル テ ーシ
ョ

ン

を 行 う必 要で あ る ．CPU お よ び CPU を利 用 した 通 信

手段 は，情報の 流れを よ り強化す る の に 有用で あ る と思

う．しか し ，The 　 computer 　 told　 me ！とい う態度は 厳

に 慎 し まね ば な らな い ．そ して ，薬剤部 と して は 他の 臨

床的業務 との 連携に よ っ て 患者治療の 向上 と患者 サ ービ

ス の 向 ヒを は か る こ とが重要で あ る．
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